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のため， Phenoxybenzamine24mg/day, Propranolol 
12 Mg/dayを経口投与したととろ，正常血圧に安定
し，投与をやめても周期変動は消失したままであっ
た. BMRは ＋50.9と Hypermetabolismを示し．
FBSは327Mg/diと高く Insulinによっても，完全
なControlは困難であった． 一方，尿中Catecholamine
は Noradrenaline3206r/day, Adrenaline 70.2r/day, 
VHA 26.7mg/dayと高値を示し，Phentolarninetest, 
Massage test, Postural testは共lζ陽性であった．




























































で帥Co平均 7300rads術後照射は22例で 6°Co5000 
radsをうけ．照射期聞は 1.5～2ヶ月であった．発生
年令は31才～81才で，平均年令は56才であった． 原疾
患はすべて子宮癌で第I度3例，第E度26例，第E度
13例，第IV度4例であった．照射開始より初発症状出
現までの期聞は1年未満が大部分で，平均約11カ月で
あった．症状は紅門出血または血便が最も多く，初発
症状でもこれが多かった．直腸鏡検査所見をSherman
分類でみると第I度31例，第E度5例，第E度10例で
あり第IV度はみられなかった．治療として保存的療法
33例，手術的療法は13例であり手術的には人工紅門造
設術を13例lζ行ない，うち 2例は直腸切断術を引き続
き施行した．予後についてアンケート調査を行ない，
生存中39例，死亡7例であった．
16.最近7年間における直腸癌の検討
岐阜市民病院外科
竹腰知治，山本悟，孫団代造，
種村広巳，安藤隆，三輪勝，
高井清一，問中千凱，島田 修
昭和44年～50年にいたる直腸宿泊例について検討を
加えた．男女比41.33 (55%・45%）で男iζ多い．発
病平均年令は男61.1土2.45才，女54.7±2.77才で女性
の方が若い．初発症状は下血30例（35.7%）便ぴ10
例（11.9%）裏急後重8例（9.5%）の順である．切
除率は66.0%で絶対治癒切除51.3%，相対治癒切除6.7
%，非治癒切除8.0%の内訳である．
部位別の2年生存率は紅阿部0%，膨大部24.2%骨
盤部21.2%である．環周度別の3年生存率は2/2で15.3
%1/2以上14.2%1/2以下42.6%である．腫場長径別の
3年生存率は1cm以下33.3%3cm以下25%5cm以下
30.1%, 5.lcm以上22.2%である．術后成績と Dulos
分類の関係は， A群全例生存， B群53.8%C群20%の
生存率を示す． 手術后合併症は，穿孔性腹膜炎 l~J.
心不全による直接死l例があり， 多発例は7例で約10
%弱であった．
